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1.はじめに 

	 近年,地域情報を取得することが可能なアプリ

がリリースされている.	その中で,取得した位置

情報から,現在地に合った情報を提供しているサ

ービスは存在する.しかし,一覧取得した情報に

フィルターをかけ,ジャンル分けし,表示してい

るサービスは,現状存在しない.	

	 「ジモネタ」と呼ばれるアプリ(図１)は、位

置情報機能を用いて,現在地に適した地元ニュー

スを提供しているアプリである.	しかし,一覧で

表示されたニュース記事のジャンルが,それぞれ

違い,情報過多の恐れが有る.ここで述べる情報

過多とは,多くの情報から求めている情報を素早

く取得できないことと定義する.	

	 そこで本研究では,情報過多の改善を目的とす

る,位置情報機能を用いた地域情報アプリの開発

に着手した.本論文では,これまでの研究成果と

課題について述べる.	

	

	
(参考文献[1]より) 

図 1「ジモネタ」の詳細画面表示例 

	

	

	

	

	

	

	

 

2.地域情報アプリの開発	

2.1 システムの開発 

	 アプリは,Android	Studio 環境下で開発した.

開発したアプリは,「Regiomation」とした.本ア

プリは,現在地に適した情報を提供することで,

ユーザーにとって有益な地域情報を提供できる.

３つのボトムナビゲーションに共通する機能と

して,Google の API である逆ジオコーディングを

使用している.逆ジオコーディングとは,GPS で取

得した緯度経度から,住所を求める技術である.	

2.2 アプリの機能 

	 アプリの機能としては,現在３つのボトムナビ

ゲーションから構成されている.具体的なタブ名

は,地域情報タブ,災害情報タブ,避難所地図タブ

である.以下,「Regiomation」の各機能を説明す

る.(図 2)	

	
(参考文献[2]より) 

図 2 「Regiomation」の詳細画面表示例 
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「地域情報タブ」 

	 地域情報タブは,位置情報機能を用いて現在位

置を取得し,その場所に適した地域ニュースを表

示する機能である.表示する地域ニュースは,自

治体のホームページ,タウンニュース[3]の RSS

を使用している.また,可読性の高さ,軽量化の目

的で XML ファイルから JSON に変換している.そ

の際に,RSS の XML ファイルを JSON に変換する

「RSS	to	JSON	Converter	online	API」[4]を使

用した.	地域情報ニュースは,随時更新されるた

め,最新の地域ニュースを取得したい場合,実装

したリロードボタンをクリックすれば,読み込ま

れる.	

	

「災害情報タブ」 

	 災害情報タブは,位置情報機能を用いて,現在

地を取得し,その場所に適した災害情報を表示す

る機能である.災害情報は,Yahoo の災害情報 RSS

を使用している.RSS の XML ファイルから JSON に

変換する際も同様に,「RSS	to	JSON	Converter	

online」を使用した.	具体的に表示される災害

情報は,	災害警報と注意報が表示される.また,	

随時更新される最新の災害情報を取得したい場

合,実装したリロードボタンをクリックすれば,

読み込まれる.	

	

「避難所地図タブ」 

	 避難所地図タブは,現在地を取得し,その場所

の周辺の避難所がマップ上に表示される機能で

ある.	避難所データの形式は,可読性の良さか

ら,YAML を採用している.	

	 Google	Maps	API を使用し,あらかじめ作成し

た避難所ファイルと取得した位置情報を結びつ

け ,避難所を表示している .避難所データ

は,Google	Map 上に赤でマーキングされるよう実

装した.そのマーカーをクリックすると,具体的

な避難所の名前が表示される.また,取得した位

置情報のみ,避難所データのマーカーが表示され

るため,取得外の避難所データが表示されず,情

報の錯誤を引き起こす心配がない.	

	

3.実験計画  

	 今後の実験計画として,アプリの有用性評価お

よび,情報過多の改善が解決されたか,若者のイ

ベントに関する興味関心がどのように変化した

かを測っていく予定である.有用性評価は,一般

的なシステムの評価視点である,アプリの満足度

を評価する.	

	 また,さがみオープンデータ推進研究会と呼ば

れる,神奈川県県央地区のオープンデータの利活

用について研究する取り組みがある[5].2017 年

12 月,神奈川県県央地区のオープンデータを,統

一フォーマットで,公開した.	公開された情報は,

朝一情報,公立小・中学校,子どもの相談窓口情

報,サービス事業所情報である.	

	 「Regiomation」に,これらのオープンデータ

を今後取り入れていく.「Regiomation」の開発

に,オープンデータを活用する目的として,神奈

川県県央地区在住の住民に対し,関連する情報を

提供し,その住民の利便性の向上を目指すことで

ある.また,完成したアプリを,県央地区の市役所

の方々に利用してもらうことで,そのアプリの評

価をしてもらう予定である.	

	 この既存のアプリと,「Regiomation」との有

用性および,情報過多が改善されたか,比較し,検

証していく.また,アプリ単体での実験を行い,ア

プリを使用する前と,後での地域イベントの興味

関心の変化,開発したアプリのそれぞれの機能の

評価をしていく予定である.	

	

4.おわりに 

	 現段階では,情報過多の改善は,位置情報で取

得した地域ごとに分けて表示することができた.

しかし,さらなる改善の余地が必要となる.改善

を行う点として,取得した情報フィードをカテゴ

リーごとに分ける点である.具体的な方法として,

文字列から特徴量を抽出し,その文字列にかかっ

た,フィードを一覧取得する方法である.	

	 なお,現段階で開発したアプリは,Google	Play

にベータ版として,リリースしている[2].よりよ

い研究成果のために,ダウンロードし,ご利用い

ただきたい.	
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